
(下図の□で囲んだ部品)

識別　： 改善実施済み車両には、キャブ後面ガラス左下若しくは左支柱下に、No.3829のステッカーを貼付する。

改善箇所説明図

ショベルローダの燃料タンク給油口において、給油口の強度が不足していることから、給油時などに過度な荷
重がかかり、当該部位が破損することがある。そのため、そのままの状態で使用を続けると、走行時の振動等
により破損部から燃料が漏れるおそれがある。

全車両、給油口を確認し、給油口の先端に対策品を装着する。なお、破損している場合は、破損部を削除し、ゴムブロック
を追加した上で装着する。

【基準不適合の内容】

【改善措置の内容】

基準不適合箇所

燃料給油ノズルと給油口との接触部位にひび割れ又は欠けが生じる

正常時

破損部

不具合発生時

金属給油口

従来のキャップを

継続して使用

樹脂給油口の破損部を削除

(先端より25mmまでの位置､
2点破線部)し、加工面を滑らか
にした後にゴムパッキンの代わ

りにゴム状のブロックを追加し、

給油口を事前改修と同一位置にする

接続ホースの接触部から燃料が

滲まないようにバンドで固定

金属給油口と従来のタンク給油口は

成形ホースで接続する

従来のタンク給油口

破損発生時の改善

金属給油口と従来の

給油口の密着を確保

するためのゴムパッキン

破損部を削除した

タンク給油口


